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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、慢性看護実践における実践知を明らかにする事例研究法を再構築す
ることであった。従来の事例研究法への批判と臨床現場の調査結果を踏まえ、省察的事例研究法という新たな名
称のもと、認識論的立場の明確化と新たな方法論の必要性を提起した。また、実践知の熟達度と研究目的に応じ
て研究タイプを選択できるよう、実用的体系化を提案した。さらに、事例研究の支援方法を再考するため、専門
看護師を対象とする事例研究ファシリテーター養成プログラム案、及び異分野の事例研究の支援体制に関するワ
ークショップを開催した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to reconstruct the case study methodology to clarify 
practical intelligence in chronic nursing practice. Based on the criticism of the conventional case 
study research and the findings of clinical site inquiry, as a new name for reflective case study 
methodology, we clarified the epistemological stance and raised the necessity of a new methodology. 
In addition, we proposed pragmatic systematization to allow selecting a research type according to 
nurses' expertise through acquisition of practical intelligence and research purpose. Furthermore, 
to reconsider the methods of supporting case study research, we organized workshops for a case study
 facilitator training program for professional nurses and a support system for case study research 
in different fields.

研究分野：臨床看護学
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１．研究開始当初の背景 
事例研究法やその最終産物である論文は科
学的価値の観点から様々な批判を受けてきた
が、その一方で、事例研究法は人間を文脈か
ら切り離さずに現実を捉えることに優れた方
法であるという評価もある。この背景には、
多様な認識論的立場の相違による評価基準の
混迷がある。 
 近年、臨床心理学、教育学、看護学など対
人援助の学問分野で事例研究法に関する議論
が活発にかわされるようになった。しかし、
対人援助の実践から暗黙知を発見するための
事例研究方法論について詳述したテキストは
みあたらない。 
慢性の病を患う人々への看護は、価値観の
多様化した生活に応じて専門分化した治療・
ケアをコーディネートし、長い時間をかけて
生活・医療の文脈に合わせた援助を判断し提
供するという複雑なプロセスである。そこで
培われた経験は、そのときどきの文脈に埋め
込まれたまま他者には活用できない暗黙知と
なりやすい。 
こうした実践知を明らかにするには、複雑
な現象を文脈ごと、また長期的スパンで捉え
うる事例研究こそが適している。事例研究論
文を通じて実践知が蓄積されれば慢性看護の
知の体系化にも貢献することができる。 
しかしながら、看護実践を扱う事例研究の
環境は、指導者もいないなか、看護実践に関
する情報の質は薄くなり、個人情報保護の倫
理的課題に直面するなど、より厳しさを増し
ている。 
一方、本研究者らは、慢性看護における実
践知を集積し体系化するため、事例研究法の
研究プロセスや論文執筆について毎年ワーク
ショップを開催し、参加者と議論を続けてき
た。しかし、ワークショップ参加者からは「事
例研究法を実施したいという思いは強くなっ
たもののひとりで論文執筆まで到達するのは
難しい」といった意見が継続してみられた。 
以上のことから、実践家が行う事例研究法
の課題として、①看護実践における事例研究
法を詳細に解説した文書が少なく事例研究論
文の評価基準が明らかでない、②実践家は研
究者と異なる研究プロセスをたどるため倫理
的課題への対応が難しい、③事例研究法の指
導者が不足しているため実践家がひとりで自
己の認識枠組みを明確化し論文執筆をするこ
とが難しい、といった３つが明らかになった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、3 つの課題を解決するため慢性
看護実践における事例研究方法論を再構築す
ることを目的とした。 
①理論研究：文献調査により実践知を明ら
かにする事例研究法の類型化、及び論文の評
価基準を作成する。 
②比較研究：国内外・他分野の事例研究の
動向調査、及び実態調査により実用的な事例
研究方法論を考案する。 

③実践研究：事例研究を推進する場と役割
のあり方を検討し、事例研究会とファシリテ
ーター養成プログラムを試行・評価する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、次の 3つの研究を並行して行った。
研究メンバーらは、それぞれの事例研究に関
するこれまでの成果、及び専門性・経験を踏
まえて、いずれかの主担当を担うと共に他の
研究の副担当を担った。また、理論研究、比
較研究、実践研究の 3つの研究活動のプロセ
スと並行し、研究者全員かつ個々で事例研究
を直接支援するアウトリーチ活動を展開した。 
 
（1）理論研究 
 理論研究は、文献調査により、①実践知を
明らかにする事例研究法の類型化、②評価基
準の前提となる認識論的立場の明確化、③認
識論的立場と整合性のある新たな方法論の検
討等を実施した。 
 
（2）比較研究 
 比較研究は、①最も事例研究法が発展して
いる分野の専門家へ事例研究の課題と方策に
ついての聞き取り調査、②ワークショップに
おける他分野の専門家の招聘講演の開催、③
ワークショップ参加者への事例検討と事例研
究の経験や意識に関するアンケート調査、④
事例研究論文の筆頭著者への面接調査、⑤事
例研究の組織的方策を推進する看護管理者へ
の面接調査、⑥実践家に向けた事例研究方法
論の実用的体系化案の作成等を実施した。 
 
（3）実践研究 
実践研究は、事例研究を推進する組織的方
策の検討を目的として、①事例研究会のプロ
グラム案とファシリテーター養成プログラム
案の作成、②事例研究のネットワークづくり
のため CNS 研究会や学会におけるワークショ
ップ開催やホームページ作成、③事例研究会
の題材論文の公募等を実施した。 
 
（4）アウトリーチ活動 
上記 3つの研究活動の成果を、学会におけ
る事例研究支援や実践家の事例研究支援とし
て実施した。 
 
４．研究成果 
本研究の目的は、慢性看護実践における実
践知を明らかにする事例研究法を再構築する
ことであった。研究者らのこれまでの成果を
踏まえて、実践知を明らかにする事例研究法
を再構築するため理論研究、比較研究、実践
研究の 3つを基軸にアウトリーチ活動を展開
した。 
理論研究は、従来の事例研究法への批判と
臨床現場の調査結果を踏まえ、省察的事例研
究法という新たな名称のもと、認識論的立場
の明確化と実践家が自身の実践知を明らかに
するための新たな方法論の必要性を提起した。
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さらに、実践知の熟達段階に応じて、省察的
事例研究法の実用的体系化を試みた。 
比較研究は、事例研究論文の筆頭著者、及
び看護管理者の面接調査結果から、省察的実
践における経験学習の意義、ならびに事例研
究による組織学習の意義を明らかにした。ま
た事例研究を用いた組織的方策は、看護師の
省察的実践を支援する組織風土を形成し、看
護の質に寄与することが示唆された。 
一方、事例研究を中心に学問的発展を遂げ
てきた日本心理臨床学会における事例検討会
や事例研究を中心にして専門家の熟達を支援
する体制に学び、他の看護系学会では例をみ
ない事例発表スタイルを取り入れ、ワークシ
ョップを開催し参加者らと意義や課題につい
て議論した。 
実践研究は、慢性疾患看護専門看護師を対
象に省察的事例研究のファシリテーター養成
プログラムの試案を用いて、事例研究会にお
ける支援の妥当性を評価した。 
また、研究メンバーらは前述した研究成果
を活用し、それぞれの関連施設や学会等で省
察的事例研究法に関する講演会や看護師の事
例研究支援を実践し、支援方法の課題を検討
した。 
 
（1）理論研究 
 理論研究は、看護実践に関する事例研究法
を詳細に解説した文書が少ないことから臨床
心理学や教育学における文献調査を中心に行
った。 
まず、実践知とは暗黙知であり、実践家が
特定の状況・文脈において身体を通して体験
された知覚・認知（思考）は、状況・文脈に
依存するため、言葉にしなければそのまま状
況や文脈と一体化したまま、意識化されなく
なる。こうした暗黙知を言葉として掘り起こ
すためには、実践家が自身の認知をメタ認知
あるいはリフレクションする批判的思考力な
どの省察的思考が必要である。つまり、実践
知を明らかにする事例研究とは、実践した当
事者が経験を振り返ることを前提とし、経験
を retrospective にリフレクション（省察）
し記述する質的研究である。 
次に、慢性看護実践の事例研究の認識論的
立場は、臨床で生起する患者と看護師の交流
を捉え、かつ実践経験の蓄積を必要とする「臨
床の知（中村，1992）」が妥当であり、実践的
認識論と整合することの重要性を提起した。
実践家が研究の目的とは、実践の改善への貢
献である。実践家が自身の実践経験を省察す
る研究の基盤として、日々の看護実践が「行
為の中の省察（Shön, 1983）」という認識論の
もとに展開されている必要がある。 
こうした実践と研究を結ぶ認識論は、自ら
の経験を省察することにより省察知、実践知
を生み出すという立場である。一方、事例研
究法という一般的・汎用的な名称では、上記
のような目的や方法は覆い隠されてしまうた
め、認識論的立場を明確にした新たな方法論

の名称が必要であった。そこで「省察的事例
研究法」という名称を提起した。 
そして、省察的事例研究法においては、実
践家かつ研究者の認知へのアプローチするた
め、従来の 2 人称・3 人称研究に加えて 1 人
称研究の必要性を提起した。１人称研究によ
って、体験した当事者が自身の認知にアプロ
ーチして言葉にする方法こそが、暗黙知を掘
り起こしていく最適な研究法である。こうし
た研究プロセスについて、経験学習とリフレ
クションの観点からの定式化を試みるととも
に、実践知の熟達段階に応じて、省察的事例
研究法の類型化を試み、検討結果を公表した。 
 
（2）比較研究 
比較研究は、事例検討会と事例研究会の比
較、及び倫理的配慮の論点と方策を検討する
ため心理臨床分野の事例研究法に精通した専
門家を招聘してワークショップを開催した。
事例研究法を中心に学問的発展を遂げてきた
日本心理臨床学会の事例研究を支援する体制
に学び、慢性看護分野の学会に必要な支援体
制を検討した。その結果、他の看護系学会で
は例をみない事例発表スタイルを取り入れ、
ワークショップを開催した。ワークショップ
参加者と新たな演題発表スタイルの意義と課
題について議論した。 
次に、実践家は研究者と異なる研究プロセ
スをたどるため倫理的課題への対応が難しい
ことから、事例研究論文の筆頭著者へ看護実
践における事例研究プロセスの困難と倫理的
課題に関する面接調査を実施した。調査結果
から、事例研究を推進する医療施設の組織文
化の特徴が浮かび上がった。そこで、事例研
究論文の筆頭著者の所属施設における看護管
理者を対象に事例研究による人材育成の組織
的方策と課題について面接調査を実施した。 
前述の面接調査結果から、省察的実践にお
ける経験学習の意義、ならびに事例研究によ
る組織学習の意義が明らかになった。また事
例研究を用いた組織的方策により、看護師は
理論を用いた省察的思考を継続的に訓練し、
対話を通して何重にも実践を省察する仕組み
とメタ省察の連鎖を生み出していた。事例研
究を活用した組織的方策は、看護師の省察的
実践を支援する組織風土を形成し、看護の質
に寄与することが示唆された。 
これらの知見や毎年開催するワークショッ
プ参加者の意見やアンケート調査等を踏まえ
て、事例検討会と事例研究会のファシリテー
ターに求められる資質と役割について検討す
るとともに、実践家のための実用的な事例研
究法の体系化を考案し、その結果を公表した。 
 
（3）実践研究 
実践研究は、事例研究会プログラム案、及
びファシリテーター養成プログラム案を検討
するにあたり、事例研究プロセスにおける効
果的な事例検討会運営と研究支援の方法を明
らかにするための調査を実施した。事例研究
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法を推進する事例研究会の果たす役割を明ら
かにするため、慢性疾患看護専門看護師を対
象とする事例研究会を計 3回開催し、それぞ
れの事例について討議を重ねた。その全プロ
セスについてデータ取集し、データの厚みへ
の方略、研究課題の明確化を促進するための
支援方法、ならびに事例研究会の効果的な運
営方法について分析した。 
そして分析結果から導いた事例研究会のフ
ァシリテーター役割・機能について、国際学
会で発表した。さらにその結果を踏まえて、
国内の慢性疾患看護専門看護師を対象に省察
的事例研究のファシリテーター養成に関する
ワークショップを開催し、参加者と慢性看護
における事例研究への期待と困難、及び方策
についてグループディスカッションを行った。
その後、慢性疾患看護専門看護師を対象に省
察的事例研究のファシリテーター養成プログ
ラム試案について、事例研究会における研究
論文までの支援プロセスの妥当性を評価した。 
 
（4）アウトリーチ活動 
研究メンバーらは前述した研究成果を活用
し、それぞれの関連施設や学会等で事例研究
法に関する講演会や看護師の事例研究支援を
実践した。また、支援方法の課題を共有・検
討するとともに、それぞれの研究活動へ還元
した。 
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〔その他〕 
（1）アウトリーチ活動 
① 内田雅子．看護研究：事例研究．高知赤
十字病院看護部．2018 年 4 月～継続中． 

② 伊波早苗．第1～4回「ケーススタディ」．
草津看護専門学校．5月～継続中． 

③ 森田夏実．ケーススタディ．東京女子医
科大学看護学部認定看護師教育センタ
ー．1月． 

④ 森田夏実．ケーススタディ．埼玉石心会
病院看護部．2018 年 1月～継続中． 

⑤ 森田夏実．看護研究：ケーススタディ．
湘南中央病院看護部．2018 年 3月～継続
中． 

⑥ 森田夏実．看護研究：ケーススタディ．
医療法人社団松和会看護部． 

⑦ 内田雅子, 黒江ゆり子, 東めぐみ, 小
長谷百絵, 伊波早苗.事例研究ワークシ
ョップ―ＣＮＳが行う事例研究ファシ
リテーション―. 上智大学四谷キャン
パス．2017 年 2月． 

⑧ 内田雅子．看護研究：事例研究．高知赤
十字病院看護部．2017 年 4～12 月． 

⑨ 伊波早苗．第1～5回「ケーススタディ」．
草津看護専門学校．2017 年 4～5月． 

⑩ 森田夏実．ケーススタディ．埼玉石心会
病院看護部．2017 年 3～12 月． 

⑪ 森田夏実．看護研究：ケーススタディ．
湘南中央病院看護部．2017 年 3月～2018
年 1月． 

⑫ 森田夏実．看護研究：ケーススタディ．
医療法人社団松和会看護部．2017 年 5～
11 月 

⑬ 内田雅子．エキスパート研修「看護研究
論文（症例研究を含む） の書き方」．高
知県看護協会．2016 年 6月． 

⑭ 内田雅子．看護研究：事例研究．高知赤
十字病院看護部．2016 年 4～12 月． 

⑮ 黒江ゆり子． 第 1～3回「事例報告と事
例検討」．岐阜県立看護大学看護実践研
究指導事業「利用者ニーズを基盤とした
退院支援の質向上に向けた看護職者へ
の教育支援」退院支援教育プログラム研
修 アドバンス研修．2016 年 8～11 月． 

⑯ 森田夏実．看護研究：ケーススタディ．
湘南中央病院看護部．2016 年 3月． 

⑰ 森田夏実．第1～4回「ケーススタディ」．
埼玉石心会病院看護部．2016年5～12月． 

⑱ 内田雅子．エキスパート研修「看護研究
論文（症例研究を含む） の書き方」．高
知県看護協会．2015 年 5月． 

⑲ 森田夏実．看護研究：ケーススタディ．
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⑳ 伊波早苗，木下幸代，小長谷百恵，東め
ぐみ，内田雅子．看護実践における事例
研究．四国大学附属看護学研究所学術講
演会（招聘講演）．2014 年 12 月． 
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